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平成２２年１０月１０日 

彦根工業会「彦機会」 

記録：藤浪市郎 

平成２２年１０月（６１回）彦機会幹事会の記録 

 外に出ると何処からか金木犀のほのかな香りが鼻をくすぐり、ようやく秋の気配が感じられるように

なり、何をするにも気持ちが良い気候になりました。今日は 2010／10／10、 10 のぞろ目、明日 11 日

が体育の日、晴れの特異日も今年は明日にずれるのかなー。 

＜記＞ 

 （１）日時   ：平成２２年１０月１０日（日）１０：００～１２：００ 

 （２）場所   ：パナソニックリゾート大阪 

 （３）出席者  ：吉田会長、内片副会長、松下副会長、立入副会長、藤田常任幹事、國領常任幹事 

山添常任幹事、藤浪 

            

 （４）議事内容 

    配布資料：「湖風会」平成 22 年度 第 3 回役員会レジュメ 

         「湖風会」平成 22 年度 第 3 回役員会議事録（案）・・添付資料（P4～5） 

         湖風会近畿支部宛て書簡（←近畿支部 機械科窓口）・・添付資料（P6） 

         県大 jiman 第６号、第７号、 

         OPEN CAMPUS 2010 

 

    冒頭、松下副会長から、今回北大名誉教授の鈴木 章氏がノーベル化学賞を受賞されたので、

同氏の後輩にあたる県大の山根教授にお祝いのメールを発信したら、丁重な返信があった旨の

紹介があった。山根教授が学生のころ、鈴木名誉教授は同じ建物で研究をされていた由、むか

わ町の二宮金次郎と言われていたとのこと。 

１、湖風会近畿支部について（内片副会長より） 

前回の幹事会にも報告したが、支部長の選出が停滞している。杉本常任幹事がしばらくは 

活動できなくなったこともあり、機械科から１名補充の要請と、もう一度仕切り直しして 

会合を開こうということになっていた。 

彦機会の歴代の会長経験者および田頭顧問とも相談し、地域支部の活動より、旧機械・紡

織科の深耕と地域に縛られない工学系グループ会員の結集を目指していきたいと考え、当

面「湖風会 近畿支部」活動への参加を辞退させて頂きたい旨の文書を上田氏（建築）お

よび平田副会長へ送付した。今のところ、これに対する反応は無い。湖風会の規約では支

部活動としては 50 名程度の規模を想定している。これは予算面で余り細かい組織がいく

つも出来ても管理が煩雑になるからという意図であるが、現状では難しいのではないか。 

各科の活動がもっと活発になってくれば別ではあるが。 

    ２、学年幹事への彦機会活動状況報告の発送について（内片副会長より） 

      学年幹事約 40 名に発送した。メールアドレス開示のお願いも併せてしたが、3 名の方か 

      ら連絡があった。 

      松下副会長から関係者には連絡済であるが、S-46M の学年幹事田中さんが逝去されたので 

      後任に原田 春美さん（静岡県島田市在住）に決定した。 

    ３、湖風会役員会について（松下副会長より） 

      松下副会長から、出席者全員に同窓会館の建設に対する意見を聞かれた。 

      その大勢は、箱物を作ればそれ自体のみでなく、維持のための費用がかかる。県大の中で
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同窓会活動のためのスペースが無いわけではなく、費用対効果を考えると活動を充実させ

るための知恵をだし、それを実効あらしめる為に費用を使うべきではないかということに

意見が集約された。 

       9 月 25 日に開催された役員会では、県大側からの提案された、平成 24 年 4 月に開設が

予定されている「国際コミュニケーション学科」の学棟建設に同窓会会館設備を合築して

はどうかということに対して、もう少し慎重に考えたほうが良いという意見が多くあり、

今回の合築は見送るほうがよいということとなった。 

      本件は、同窓会のトップから県大に希望していたいきさつがあり、今回湖風会から県 

       大の提案を蹴る格好になると、県大と湖風会の間に確執が生じるかも知れない。 

    ４、同好会活動の予定について 

      ① ゴルフ同好会（立入世話役） 

        12 月 4 日（土）9：30～ オレンジシガ カントリークラブにて第 10 回記念コンペを 

        開催予定。案内は立入世話役から発信済み。 

        会費は全て込みこみで 18,000 円。3 組予約済み。 

      ② フォト同好会（山添世話役） 

        11 月 26 日（金）に撮影会及び、京都ぎゃらりぃ西利の写真展見学の予定。 

        撮影は、南禅寺～永観堂などの東山界隈の紅葉を撮る予定。 

        詳細は計画立案後山添世話役から案内される予定。 

      ③ テニス同好会 

        10 月 23～24 日にテニス大会開催予定。 

    ５、杉本常任幹事の近況について 

      田頭顧問から吉田会長への手紙、10 月 2 日国領常任幹事・松下副会長のお見舞い、10 月 

9 日の山添常任幹事の電話連絡の結果、 

      現在、奈良県立総合リハビリテーションセンター（奈良県田原本町）に入院され、リハビ 

リに専念されている。 

      山添さんが電話された 10 月 9 日初めて外泊の許可が出て、自宅に帰って来られていた。 

      順調に回復されており、言葉はほぼ話が出来る状態であるが、右手・右足が丌自由で、プ 

ログラムに則り懸命にリハビリされている。今まで車椅子を使っておられたが、杖を使っ 

て歩行も出来るようになっているが、右足は引きずり、上がらない様子。 

11 月一杯は入院の予定であるが、土・日は外泊許可が出れば自宅で過ごされるようだ。 

折をみて、山添常任幹事に彦機会を代表してお見舞いに行ってもらうこととした。 

（彦機会からの見舞い金 3,000 円持参してもらう） 

梗塞が起きた直後は非常に落ち込まれたようであったが、最近はリハビリの成果が出てき 

ており、退院して 2 年したら車の運転が出来るようになり、3 年したら皆さんとゴルフが 

したいと言われるほど意欲的で前向きな姿勢になっておられるとのこと。 

必ずや実現できるよう願っております。 

    ６、学部（工学部）同窓会の方向付けについて（国領常任幹事より） 

国領常任幹事の体調丌良（熱中症）や、林さん（化学）が、今年一杯都合が悪いとかの条

件が重なって、ちょっと停滞している。滋賀支部長の松下恭明さんから長谷さん（S-40C）

を紹介されコンタクトした。まだ大阪で仕事をされているが、前向きの返事をもらった。

11 月頃声を掛けるので宜しくといっている。 

       学部同窓会を立ち上げる以上ある程度形作っておかなければならないと思っている。彦 

機 会は元々、近畿支部の下でスタートしているが、最近では、ウォーキング＆小旅行同

好会の活動にも見られるように、全国区になっており、地域を越えての活動になっている。
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キーは地域ではない。湖風会の中の工学系の人を集めた広域の集まりを目指したい。 

県大も、工学系の先生を巻き込んでやっていきたい。 

11 月頃を目標に骨子（たたき台）を作成中である。松下さん、山添さん、内片さんに 

も協力を要請している。余り手をとらせないので宜しく協力をお願いしたい。 

工学部同窓会のあらましを形作った上で、湖風会トップとのすり合せを考えていきたい。 

 

次回は、忘年会を兼ねて、大阪駅前第一生命ビル地下 2 階「ニュートーキョー」（個室有

り）で開催予定（幹事を山添常任幹事にお願いする）。 

     

                                         以上 

 

 

      次回幹事会  日時： 平成２２年１２月１２日（日）１２：００～ 

             場所： 「ニュートーキョー」第一生命ビル店地下 2 階（幹事会兼忘年会） 

                 ☎ ０６-６３４６-７４５１ 
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